
 
 
 

動体計測研究会 News Letter #100 平成22年2月 

平成 21 年度第 6 回研究会のお知らせ  

     

日時：平成 22 年 2月 19 日（金）14:30～17:20 

場所：東京大学生産技術研究所 駒場キャンパス  

A 棟 3 階 中セミナー室（As311,312 室） 

 

１． 研究会 14:30-17:30 

         司会 國井洋一(東京農業大) 

 

14:30-15:00 

○尾瀬国立公園におけるシークエンス景観のフ

ラクタル解析    國井洋一（東京農業大） 

15:00-15:30 

○開港時の横浜居留地に見る街路整備の視覚化 

 金子絵理香（東京農業大） 

15:30-16:00 

○測位技術の犯罪予防への応用 

雨宮護（科学警察研究所） 

 

16:00-16:20  ≪休憩≫ 

 

16:20-16:50  

○歴史的景観のCG復元手法とコンテンツ化事例 

    河原大（キャドセンター） 

16:50-17:20 

○キヤノンにおける Mixed Reality 技術の活用と

将来展望       浜谷雅秀（キヤノン） 

  

17:30～ 

懇親会（As309 小セミナー室） 

 

 

2．国際会議情報 

(1) ISPRS Com.V Mid-Term Symposium 

期日：21-24 June, 2010 

場所：Newcastle upon Tyne, UK 

Important Dates 

 Monday 22nd February 2010 - Notification of 

acceptance of papers  

 Monday 19th April 2010 - Deadline for full 

paper submission  

詳しくは下記 HP へ 

http://www.isprs-newcastle2010.org 

 

 (3) その他 

 第 31 回アジアリモートセンシング会議

（ACRS） 

2010 年 11 月 8 日-12 日、ハノイ 

 10th Optical 3-D Measurement Techniques 

    2011 年７月 Zurich 予定 

 23rd CIPA SYMPOSIUM 

2011 年 9 月 12-16 日、 Prague 予定 

 

3. 応用測量論文集の論文募集 

締め切り ２月末日 

査読付き論文で、地理空間情報の利活用のほか、測

量遠隔教育、測量史、地理空間情報に関する制度論

や政策論、新規事業ビジネスモデルなど、地理空間

情報に関連した幅広い領域が対象となっています。

投稿希望者は急ぎ下記 HP を参照し、担当者に連

絡していただければまだ間に合います。 

www.jsurvey.jp/application.htm 

 

4. G 空間 EXPO 

H21 年、9 月 19(日),20(祝日),21(月)とパシフィコ

横浜において標記 EXPO が開催されます。ARIDA

も第５回目となる“文化遺産のデジタルドキュメン

テーションと利活用に関するワークショップ

（DD-CH5）”を EXPO 期間中の 9 月 21 日に開催す

るほか、文化遺産のデジタルドキュメンテーション

シンを支える技術コーナを企画しています。 

 

編集後記 

気が付かれた方もいるかと思いますが、今回の

News Letter は第 100 号となっています。第 1 号

が平成 6 年 6 月に発行されてから 15 年 8 カ月が

経過しました。研究会は隔月ですから単純計算で

は今回の News Letter は第 94 号になるはずです

が、臨時レターを入れて 100 号となりました。 

ここまで来られたのも皆さんの支援の賜物であ

ると感謝いたします。今後も、この News Letter

が着実に号を重ねられるよう皆さんのご支援の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

 文責 近津博文 

 

http://www.isprs-newcastle2010.org/
http://www.jsurvey.jp/application.htm

